
 

32 平

成

八

年

六

月

十

八

日

提

出 
質

問

第

三

二

号 

         
老
齢
基
礎
年
金
の
受
給
に
と
も
な
う
現
況
届
に
関
す
る
質
問
主
意
書 

   

提 

出 

者 
 

草 

川 

昭 

三 

一 

 



 

老
齢
基
礎
年
金
の
受
給
権
者
は
、
毎
年
一
回
、
社
会
保
険
庁
長
官
に
現
況
の
届
出
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
際
、
受

給
権
者
は
自
ら
の
生
存
を
証
明
す
る
た
め
に
「
受
給
権
者
の
生
存
に
関
す
る
市
町
村
長
の
証
明
書
」
の
添
付
が
必
要
と
な
り
、

そ
の
つ
ど
市
区
町
村
に
出
向
き
証
明
書
を
作
成
し
て
も
ら
う
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
受
給
権
者
の
生
存
に
つ
い
て
は
、
市
区
町

村
の
住
民
基
本
台
帳
に
よ
っ
て
本
人
が
出
向
か
な
く
て
も
容
易
に
確
認
が
で
き
る
。
し
た
が
っ
て
社
会
保
険
庁
と
市
区
町
村
と

の
間
で
直
接
確
認
を
行
え
ば
、
受
給
権
者
の
負
担
の
軽
減
の
み
な
ら
ず
、
行
政
事
務
の
効
率
化
や
、
受
給
権
者
サ
ー
ビ
ス
の
向

上
、
例
え
ば
長
期
間
自
宅
を
不
在
に
し
て
い
た
た
め
、
現
況
届
を
提
出
し
そ
こ
な
い
年
金
の
受
給
を
受
け
ら
れ
な
い
と
い
っ
た

ト
ラ
ブ
ル
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
る
。
行
政
の
各
段
階
に
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
が
導
入
さ
れ
、
事
務
処
理
能
力
が
飛
躍
的
に
向
上
し
た

今
日
、
現
況
届
の
在
り
方
を
見
直
す
べ
き
と
考
え
る
。 

一 

現
在
、
老
齢
基
礎
年
金
受
給
権
者
の
生
存
に
関
す
る
証
明
を
行
っ
て
い
る
市
区
町
村
の
理
解
と
協
力
を
得
つ
つ
、
受
給
権

者
の
現
況
の
届
出
に
当
た
っ
て
は
、
社
会
保
険
庁
と
市
区
町
村
と
の
間
で
直
接
生
存
確
認
を
行
い
、
受
給
権
者
の
負
担
軽 

 

減
、
行
政
事
務
の
簡
素
化
、
効
率
化
を
は
か
る
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。 

よ
っ
て
以
下
の
質
問
を
す
る
。 
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齢
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四 

二 

社
会
保
険
庁
と
市
区
町
村
と
の
間
で
直
接
生
存
確
認
を
行
う
場
合
、
そ
の
実
現
の
障
害
に
な
る
問
題
点
は
何
か
、
具
体
的

に
あ
げ
ら
れ
た
い
。 

右
質
問
す
る
。 


